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年次推移をみると 昭和 30 年前後、 昭和 60 年前後に山があ り， 
現在は平成 10 年から始まる 第 3 の山で最も高い 
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自殺死亡数の 年次推移 

35000 平成 @0 年 平成 lS 年 

3l.755 人 32.l09 人 

30000 

昭和 6l 年 
昭和 33 年 25. 667 人 

25000 23. 64l 人 

20000 
昭和Ⅱ年 
l5. 423 人 

15000 

10000 

5000 

  
暁台 授   ㍽ 9 時時           WQ. 12 15 

l 授 D 1910                 2000  '03 

年 
キ琳 Ⅲ 9-2 席は資料不備のため 省略した。 

年次別年齢階級別にみると、 平成 15  年には男の 50  歳代をピーク と 
する大きな山が 形成され、 高齢者の自殺死亡率は 著しく低下 

性、 年齢 (5 歳階級 ) 別 自殺死亡率の 年次比較 
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3 曜日別にみると、 「月曜日」が 最も多く、 「土曜日」が 最も少ない 

性・曜日別 1 日 平均自殺死亡数 一平成 15 モ - 
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5 手段別の構成割合をみると、 男女別、 年齢階級別にかなりの 
遠いがみられる 

性 ・年齢 (10 歳階級 ) . 手段別自殺死亡数構成割合 - 平成 15 年 - 
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1 . 自殺死亡統計について 

自殺死亡統計は、 毎年公表している 人口動態統計をもとに、 時系列分析など 自殺によ 

る死亡の状況について 分析を行い、 人口動態統計特殊報告として 取りまとめたものであ 

る。 なお、 この「自殺死亡統計」は、 昭和 52(1977) 午 、 昭和 59(1984) 午 、 平成 2 (1990) 

午 、 平成 11(1999) 午に続いて今回で 5 回目であ り、 その概要は、 以下のとおりであ る。 

          干 U? 千 左手 期 田 展 調 査 項 目   内 容 

 
 
昭和 52 年大正 9 年～昭和 49 午を 自殺死亡数・ 率の年次推移、 年齢階級別、 
(1977)  中心として分析 手段別、 職業・産業別、 都道府県別、 国際比較 

自殺死亡数・ 率の年次推移、 年齢階級別   

2 昭和 (1984) 59 年昭和 午を中心として w0 年～昭和 分析 57 死因順位、 配偶関係別、 死亡児 都道府県別訂正死亡率、 別 1 日平均、 手段別 
国際比較 

自殺死亡数・ 率の午 次 推移、 年齢階級別、   都道府県別訂正死亡率、 国際比較、 
参考 表 に警察庁の「自殺の 概要」資料を 掲載 

自殺死亡数・ 率の年次推移、 年齢階級別     国際比較 
参考 表 に警察庁の「自殺の 概要」資料を 掲載 

自殺死亡数・ 率の年次推移、 年齢階級別、 
死因順位、 曜日別、 時間別、 死亡兄加工 日 平均、 

5  平成 (2005)  17 年平成 中心として分析 6 年～平成 15 午を職業・産業別、 配偶関係別、 手段別、 平成 6 都道府県別、 年 ～平成 ¥w 年の状況、 
国際比較 
参考 表 に警察庁の「自殺の 概要」資料を 掲載 
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2. 自殺死亡の年次推移 

(1)  自殺死亡数の 年次推移 

自殺死亡数の 年次推移をみると、 明治 32 年の 5,932 人から昭和 11 年の 15,423 人 
までは増加傾向を 示しているが、 昭和 12 午から戦時中まで 減少傾向となっている。 

戦後は 、 再び増加傾向となるが、 戦前と異なり、 増減を繰り返し、 過去 2 回の高い 

山 があ り最近も 1 つの山を形成している。 1 番目の山は毎年 2 万人を超えた 昭和 29 

年～ 3.5 年であ り、 2 番目の山は毎年 2 万 3 千人を超えた 昭和 58 ～ 62 午であ る。 最近 

の山は 3 万人双後で推移している。 ( 図 1 、 表 1 、 統計表第 1 表 ) 

( 単位 : 人 ) 図 「 自殺死亡数の 年次推移 
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25000   23. 64l 人 
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‥ 年 
注 ．昭和 l9-2l 年は資料不備のため 省略した。 

(2)  総 死亡率 ( 人口 ]0 万 対 ) 及び自殺死亡率 ( 人口 ]0 万 対 ) の年次推移 

総 死亡率をみると、 戦後急激に低下して 昭和 30 年代以降は 700 前後で推移していた が 、 近年高齢化の 進行に伴い徐々に 高くなり、 平成 15 午には 800 を超えてい る 

自殺死亡率をみると、 総数と男については、 自殺死亡数と 同様に 3 つの山を形成して 

おり、 平成 15 年の男は 38 と最も高くなっている。 ( 図 2 、 表 1 、 統計表第 1 表 ) 

図 2  総 死亡率及び自殺死亡率の 年次推移 
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表 Ⅰ 性別自殺死亡数・ 自殺死亡率 ( 人口 10 万 対 ) の年次推移 

㍼ 5 年 ㏄ 鍋 佃 巧 ① 穏 ㏄ 平成 2 年 7 Ⅰ 2 Ⅰ 5 
(19 ㏄ )  C 。 5 の ぐ ㏄ )  ぐ ㏄ )  (,70  (,75)  ぐ ㏄ )  C.8 の ぐ ㏄ )  795)  ( ㏄ 00)  C ㏄ ) 

死 亡 数 

総数 16  3l@  ㌍ 477  拍 l ㏄ ]4  叫 4  l5  728  l9  975  20  %2  23  %3  20  ㏄ 5  21 4 ㏄ ㏄ 251  32  1 ㏄ 

男 9 8 拍 l3 ㏄ 6  Ⅱ㏄ 6  8 %0  8 76]  Ⅱ 7 皿 ]2 769  l5 %6  l2 316  l4 23@  2l ㏄ 6  23 396 

女 6 491  8 餌 @  8 ㏄ 7  6 ll4  6 ㏄ 7  8 23]  7 773  8 027  7 772  7 1 ㏄ 8 5 ㏄ 8 7l3 

死 亡 率 ( 人日仙方 対 ) 

総数 19.6 25.2 21.6 14.7 15.3 18.0 17.7 19.4 16.4 17.2 24.1 25.5 

男 24.1  3l.5  25.1  l7.3  l7.3  2l.5  ㌍． 3  26.0  %.4  23.4  %.2  ㌍ 田 

女 15.3@ 19.0@ 18.2@ 12.2@ 13.3@ 14.6@ 13.1@ 13.1@ 12.4@ 11.3@ 13.4@ 13.5 

(3)  年齢調整死亡率の 年次推移 

年齢調整死亡率を 年次別にみると、 全死因では、 男は平成 12 年が昭和 25 年の 3 分 

の 1 程度、 女は 4 分の 1 程度となっているが、 自殺でみると、 男は昭和 25 年 と 平成 

12 年が同程度であ るのに比べ、 女は半分程度になっている。 

また、 男女の午 齢 調整死亡率を 比較すると、 昭和 25 午には 「全死因」 は男が女の 

約 1.3 倍、 「自殺」は約 1.7 倍であ ったが、 徐々に男と女の 差が大きくなり、 平成 12 

午には「全死因」では 男が女の約 2 倍、 「自殺」では 男が女の約 3 倍となっている。 

( 表 2  ) 

表 2  年齢調整死亡率 ( 人口 10 万 対 ) の年次推移 

㍼ 5 年 ㏄ 的 冊 巧 ㏄ ㏄ ㏄ 平成 2 年 l 2 l 
(1950)@ C55)@ C60)@ ( ， 65)@ ( ， 70)@ C75)@ ( ， 80)@ ( ， 85)@ ( ， 90)@ C95)@ (2000) 

29 全 殉国 男女 ： l 朗 @o ・・ 68 l l 穏 ㏄ 2.0 9.3 l476.l lM2.3 ] nJ9 ㎝ 乱 95 Ⅰ 穏 ㏄ 4.6 3.3 l ㏄ ⑧． 6.5 l 皿 肥 58 812,9 ㎎ 2.9 Ⅲ 穏 90 7 Ⅰ 67 % 鍵 

  鍋 ． 1 38.5  ㏄． 0  21.8  %.6  24.1  24.3  26.9  %.0  2l.3  ㏄・ 7 

却 ・ 7 22.4  拍・ 6  l4.4  14.7  l5.6  ]3.4  l2  5  10.8 9.3  Ⅰ 0.7 

注 :if@ 指筒 腔宛 だ率の基準人口 l 宙肚案瑛年 モテル入口であ る。 
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3. 年齢別にみた 自殺 

(1)  性・年齢階級別自殺死亡率 ( 人口 10 万 対 ) の年次比較 

性・年齢階級別の 自殺死亡率を 年次別にみると、 男では、 昭和 25 午には 20 歳代で 

一つの山を形成しているが、 昭和 45 年には 20 歳代の山が消失し、 85 歳がピークとな 

っている。 また、 平成 2 年には 40 歳代から 50 歳代にかけて 小さな山があ り、 平成 15 

年には 50 歳代をピークとする 大きな山があ る。 女では、 昭和 25 午には 20 歳代で死 
亡率が高 い のは男と同様であ るが、 男の平成 15 午にみられるような 50 歳代の山はな 

い 。 また、 男女とも、 70 歳以上では死亡率の 低下傾向がみられる。 

( 図 3 、 図 4 、 表 3) 

3 図 性・年齢 (5 歳階級 ) 別 自殺死亡率の 年次比較 
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表 3  性・年齢 (5 歳階級 ) 別 自殺死亡率 ( 人口 l0 万 対 ) の年次比較 

  
            一 55       平成 2 を コ     " 一 l@  "  一 「 " l5 

一一一一一一               (601 35     Ⅰ (  40 65)                                                                                             
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(2)  性・年齢階級別死亡数に 占める自殺死亡数の 割合、 自殺の死因順位 
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性 ・年輪階級別に 平成 巧 午の 

自殺死亡数の 総死亡数に占める 

割合をみると、 男女とも 「 25 ～ 
29 歳」 が最も高くなっている。 

次に自殺の死因順位をみると   
男では 20 ～ 44 歳で 1 位、 女では 

15 ～ 34 歳で 1 位となっている。 

( 表 4 、 統計表第 2 表 ) 
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4, 死亡曜日・時間別にみた 自殺 

(1) 死亡曜日別にみた 自殺 

平成 15 年の i Ⅱ平均自殺 タヒ 口数を死亡曜日別にみると、 「月曜日」は 男 80 ． 7 人、 女 

27. 3 人と最も多くなっておりⅠ七曜日」は 男フ 53.5 人、 女 21.2 人と少なくなっている。 

薫た 、 「祝日・年末年始」の 休日をみると、 1 日 平均自殺死亡数が 男 52.6 人、 女 20 ． 7 

人と最も少なくなっている。 ( 表 5 、 図 5 ) 

表 5  性・曜日別自殺死亡数・「 日 平均自殺死亡数 一平成 15 年 一 
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(2)  死亡時間別にみた 自殺 

平成 lh 年の自殺死亡数を、 死亡時間が確認できるものについて 死亡時間別にみると、 
男は「 0 持合」 「 5 時 台 ～ 6 時 台 」が多くなっており、 女は「 5 時合～ 6 時 合 」 「 10 時 合 

～ 12 時 合 」が多くなっている。 一方、 男女ともに「Ⅰ持合～ 2 時 合 」「 ァ 持合～ 9 時 合 」 

「 19 時 合 ～・ 21 時 合 」 は比較的少なくなっている。 

なお、 死亡時間 「不詳」 は男で総数の 約 2 割、 女で約Ⅰ割となっている。 

( 表 6 、 図 6 ) 

表 6  死亡時間別自殺死亡数・ 構成割合 一平成 15 年 一 

  
死 亡 数 構 成割 合 ( 肋 
男   女   旦 - 一一 - 」 -- 圭一一 

。 。 ‥め 総 "" 一 " 一 """""" 数 一 ""   一 ． 23  396 8@ 713   
@ ( 不詳を除く )   (19 074) (7@ 883) (100.0) (100. 0) 
    o 時合   1  044 316 5. 5 4. 0 
; 夜 1  時合 761 278 4. O 3. 5 

  696 225 3. 6 2. 9 

け 3 時合   766 285 4. 0 3. 6 
刊 4 時合 854 331  , 4. 5 4. 2     1  190 4 Ⅰ 8, 6. 2 5. 3 

  1@ 1 18 399 5. 9 5. Ⅰ 
  742 267 3. 9 3. 4 
  644 2641 3. 4 3. 3 
  631 320; 3. 3 4. l   776 4021 4. l 5. Ⅰ 

    1 1 時合 747 424 3. 9 5. 4 

934 4. 9 5. 6 
704 3. 7 4. 3 
825   4. 3   910 4001 4. 8 

        1 6 時合   853 40 Ⅰ   4. 5 
    1 7 時合   879 365 4. 6 

84 Ⅰ 358 4. 4 ロムロ 吐り 8 9 時 ム 589 260 3. l 
  2 0 時合 626 3. 3 

576 3. 0 
730   638     

l 不 詳   4  322     

注 : 割合は不詳を 除いた死亡数を l00 として算出した。 

% 
図 6  死亡時間別自殺死亡数の 割合           一平成 15 年 一 
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5 . 戸別にみた自殺 

1 日平均自殺死亡数を 月別にみると、 多くの午で 4 . 5 月がピークになっており、 

特に平成 15 午は 4 月 103. 2 人、 5 月 100 ． 3 人とⅠ 日 平均の自殺死亡数が 100 人を超 

えている。 

一方、 平成 12 午は 6 月がピークになっており、 他の午と異なっている。 

( 図 7 、 表 7 ) 

図 7  死亡戸別「 日 平均自殺死亡数の 年次推移 
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表 7  死亡戸別「 日 平均自殺死亡数の 年次推移 
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また、 平成 15 年 - に ついて t 日 平均自殺死亡数を 性・ 年 齢階級 (10 歳階級 ) 別にみる 

と、 男では「 70 歳以上」 を除き 3 月～ 5 月がピークとなっている。 

-- 方 、 女では 男 ほど 3 月～ 5 月の山が見られず、 「 70 歳 以 Ⅱ」 では 6 月～ 8 月が ヒ   

一ク となっている。 ( 図 8) 

図 8  性・年齢階級 (10 歳階級 ) , 死亡兄 別 「 日 平均自殺死亡数一平成 ln ￥ - 
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6. 配偶関係別にみた 自殺 

性 ・年齢階級 (10 歳階級 ) . 配偶関係別に 自殺死亡率 ( 人口 10 万 対 ) をみろと、 刀 ては 
平成 7 年・ 12 年ともに「離別」がすべての 年齢階級で高く、 「有配偶」 か ㍉へて㈲ 午齢 

階級 て 低くなっている。 
一方、 女は、 平成 7 年 ・ 12 年ともに「有配偶」 か 低くなっていろか、 10 版 以 t ほ つい 

ては、 「未婚」 か 「離別」 と同程度となっている。 ( 表 8 ) 

表 8  性・年齢 (l0 歳階級 ) . 配偶関係別自殺死亡数・ 自殺死亡率 ( 人 a l0 万 対 ) の年次比較   
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7 . 手段別にみた 自殺 

(l)  年次比較 

手段別の自殺死亡数の 割合をみると、 男は昭和 28 年～ 35 年、 女は昭和 27 年～ 37 

午において 「薬物」 が最も多く、 その後激減している。 

その他の年次は「艦首 ( いし の ) 」が最も多く、 男女ともに増加傾向となっている   

              9 、 統計表第 3 表 ) 

図 9  性・手段別自殺死亡数構成割合の 年次比較 
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(2)  年齢階級別 

平成 15 午における手段別の 自殺死亡数の 割合を性・年齢階級 (10 歳階級 ) 別にみる 
と、 男女ともすべての 年齢階級で「艦首」による 割合が最も多く、 60 歳以上の男、 70 

歳以上の女では 70% を超えている。 
次いで、 男で 2 番目に多い「ガス」 をみると、 特に 30 代・ 40 代では 20% 前後とな 

っている。 一方、 女では 2 番目に多い「飛び 降り」 をみると、 10 歳代・ 20 歳代・ 30 

歳代では 25% 前後となっている。 ( 図 10) 

図 10  性・年齢 (10 歳階級 ) . 手段別自殺死亡数構成割合 一平成 15 年 一 
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8. 都道府県別にみた 自殺 

(1)  自殺死亡数・ 自殺死亡率・ 自殺年齢調整死亡率 ( 人口 10 万 対 ) 

平成 15 午における都道府県別の 自殺死亡率をみると、 男は 30 ・ 3 ～ 66. 1 、 女は 7.4 

～ 25,2 の間に分布しており、 標準偏差の単純平均に 対する割合は、 男 20% 、 女 21%0 
と 同程度となっている。 

また、 都道府県別の 年齢調整死亡率をみると、 最高は男女とも 秋田、 最低は男が神 
奈 川、 女が佐賀となっている。 ( 表 9 ) 

表 9  性・都道府県別自殺死亡数・ 自殺死亡率・ 自殺年齢調整死亡率 ( 人口 10 万 対 ) 
一平成 15  年 一   死亡率 ( 人口 t0 乃村 ) 年輪 舐 生死亡率 ( 人口 l0 万 対 ) 

都道府県 船数 
男   総 数         

    32  109  23  396 8 7 は 25. 5 38. 0 l3. 5 32. 8 10.@ 8 

北 海 道 1@ 531   095 436 27     40. 7 14. 8 35. 5   
甘 森 576 446 130 39. 5 64. 4 l 7. 0 55. 9   
    527 395 132 37.  8 59. 0 18. 2 52. J   
g 城 621 469 152 26. 3 40. 7 12. 6 37. l l0 ． 0 
秋   519 365 154 44. 6 66     25. 2 56. 0 l6. 2 

    370 273 97 30 ． 2 46     l5. 3 40 ・ j   
福   586 447 139 27. 9 43. G l 2. 9 39. 3 10     
茨 城 74S 554 194 25. 3 37. 7 @3. @ 33. 9 l0 ． 3 
  木 523 360 163 26. j 3G. 5 lG. 3 3) ・ 7 t2. 6 
    562 397 165 28     40. 3 lG. 3 34. 9 l2. 3 

      563   104 459 22. 5   l3. 3 27.@ 7   
        326 970 356 22. 3 32. 5 l2. 0 @8. 1 10. 2 
東   2  743   933 810 22.  7 3@. 2 13.@ 4 27. 8   
神 来 Jlf )@ 791 1@ 3)3 478 20. 9 30.  3   26. 5 9. G 
  潟 833 590 243 34. 0 49.  7 @9. 3   12. 2 

    356 254 102 32. l 47. 6 17. 7 j8. 9 jZ. G 
    303 222   25. a jg. l l 3. 4 34. 4 l0 ． 9 
福   246 185   30 ． l 46. G l4. 5 39. 6   
    223 17) 52 25.  5 3g. 9   35. 6 9. 8 
  野 576 403 173 26. 4 37. 9 15. 5 33       
  阜 546 383 163 2G. 3 38. 0 15.@ 2     
静   786 590 196   32. 2 l0 ・ 4 28. 4 8. 0 
      1  566 1@ 083 483 22. 3 30 ． 8 
  

l3. 8 27. 0   
    456 329 127 24. 9 37. 0 l3. 4 32. 5 9. 8 
    330 239   24. 5 36. 0 l3. 3   10     
    都 602 420 182 23. 2 jj. G 13. 5 29. 0 l0 ． 6 
      186   588 598 25. 3 37.  7 l3. 5 32       
  庫   280 927 353 23. 3 35. l l2. 3 30. 4 l0 ． 5 
土木   296 213 83 20.  7     27.@ 7 8. 9 
和 歌 山 271 184 87 25. 8 37. 0 15.@ 7 32. 2   
臆   145 109 36 23. 9 37.  5   32     7. 8 
  根 237 172 65   4@. 0 l6. 6   10. 7 
    397 290 107 20.  5   l0 ・ 6 28. 5 8. 6 
  島 650 475 175 22. 8 34. 4   30 ・ 0 9. 4 
    412 299 113 27. 5 42. 2 @4. 3 35. 0   
徳   165 118 47 20. 3 30 ． 5   26. 9 8. 5 
    226 172 54 22. 3 35. 3 l0 ． 2   7. 9 
    394 287 107 26.  7   13.@ 7 37       
高   236 175   29. 4 46. 2 l4. 4 40 ． 7   
福     352   016 336 26. 9 42. 6 12. 8 38. 2 10.  6 

佐 賀 216 182 34 24. 9 44. 3 7. 4     
  崎 449 337 1 12 30 ． 0 48. 0 14     43.  8   
  本 498 367 131 2G. g 42. 0 l3. 4 38. 4 10. 2 
    309 221 88 25. S 38. 7 l3. 8 34. 4 l0 ． 9 
    369 278   31. 8 50.  8 14. 8 45. 3 l0 ． 6 

鹿 児 島 482 378 104 27. 2 45. 5   40 ． 0 8. 4 
  縄 350 276 74 26       l0 ． 8 40 ・ 5 10     

  

楳 革 偏 差 4. 9   2. 8     
( 単純平均明に 
対する割合 ) (18%) (20% (21%) (20%) 05%) 

          1 年齢調整死亡串の 基準人口 は   昭和 60 年モデル人口であ る   
2) 単純平均とは   47 都道府県の値を 単純に平均したものであ る   

一 12  一 



(2)  手段別自殺死亡数割合 

平成 15 年における都道府県別の 手段別の自殺死亡数割合をみると、 すべての 純通府 
児 で「総官」 が最も多くなっているが、 その割合は男女て 異なっており、 刀 ては 最 も 多い島根 (77.3%) から最も少ない 群馬体 4.7%0) まて 20% 以 女 
ては最も多い 佐 ㌍ (82.4  %0)  から最も少ない 沖縄 (44.6  %0)  まて 40  %  近い万 - か あ ろ ， 
また、 沖縄・福井ては 男女の差が 20 % 以上となっている。 

市部別に手段別の 自殺死亡数の 割合をみると、                                 迂 」 か 多くなっていろ 

          男女ともに 14 大都市では 「 飛ひ 降り」 か 多くなっており、 郡部てば                               
物 」が多くなっている。 ( 表 10) 

表 10  性・都道府県一市部別にみた 手段別自殺死亡数構成割合 一向 女 1 。 ， f-   
    ( 単位 胚 ) 

"" " 一 " 一 ""           

X84)   
。 秋 

l 山 

福 

群   
さ円 

千 @@ 100@ 0@ 64@ 5@ 13@ 6@ 3 3@ 2 0@ 6 2@ 3 1@ 7 3@ 100@ 0@ 6)@ 2@ 4 5@ 4 8@ 3 7@ 15@ 7@ 2 8@ 7 3 
l 束 ip.@ 100@ 0@ 61@ 9@ 6 9@ 2 7@ 2 9@ 15@ 0@ 4 6@ 6@ 0@ 100@ 0@ 47@ 7@ 2 0@ 6 9@ 4 8@ 26@ 5     6  0   

福   
山 
長 0 6ll 梨 %7ll000 l l000 6G l5 4333 l2 8@ 8・ 42・ 55 96 一 

・ 静 [a@ 100@ 0@ 66@ 6@ 13@ 9@ 4 6@ 1 9@ 5 4@ 1 5@ 6@ 1@ 100@ 0@ 55@ 6@ 5 1@ 11 7@ 4 6@ 9 2     7 ) 

l 愛 f@@ 100@ 0@ 67@ 7@ 11 8@ 1 6@ 2 3@ 7 8     7 2' 100 0 58 4 5 6 4 6           4 3 5  8   @@ 100@ 0@ 69@ 3@ 14@ 3@ 1 8@ 3 0@ 6 1@ 1 2@ 4@ 3i@ 100@ 0@ 65@ 4@ 3 9@ 9 4                 
100@ 0@ 64@ 1@ 12@ 1     2 2  10  2  3 2  6  6  100  0  56  4  4 0  4 8           4  2 4  2   R 又 l00 0 67 0 19 .3 4 6 0 9 5 R     1  8  100  0  75  0  2 8           R f 一 2 8 

島 @@@   100@ 0@ 77@ 3@ 10@ 5@ 2 3@ 4 1@ 2 9@ -@ 2@ 9@ 100@ 0@ 80@ 0@ 1 5@ 4 6         一 3 l 
l 回 UJ@ 100@ 0@ 70@ 0@ 16@ 9@ 2 4@ 1 7@ 1 7     6 61 100 0 69 2 4 7 5 6 6 5 5 6     7  5 
広 S ， 100@ 0@ 72@ 2@ 14@ 9@ 0 4@ 1 9@ 5 1     4  4  100  0  69  1  4 6  3 4  6 3             

a@ 100@ 0@ 74@ 9@ 12@ 4     3 3         5 0 100 0 71 7 3 5 5 3     5  3     3 5 

徳 @|@ 100@0@ 66@ 1@ 11 0@ 42@ 68@ 25@ 25@ 6@8@ 100@0@ 59@6@ 85@ 14@9@ 10@6         2 1 
由香               69 8 12 2 2 9     8 1 一 5 8 l00 0       一 13 0 l6 7 7 4 一     

!lS 。 100@ 0@ 65@ 5@ 15@ 3@ 3 8@ 3 1@ 5 9@ 1 0@ 5@ 2@ 100@0@ 60@ 7@ 6 5@ 5 6@ 7 5@ 14@ 0@ -@ 5 6 
愛育 fS@ 100@0@ 65@ 7@ 17@ 7@ 5 1 Ⅱ 2  9 6 3 100・ 59 0 6 6 13 1 8 2 8  2 
l 十一 田 @ IS]@ 100@ 0@ 65@ 4@ 16@ 1@ 3 3     4 7 1 6 5 7 100 0 56 5 8 0                       

佐 a@ 100@ 0@ 66@ 5@ 15@ 9@ 5 5@ 1 6@ 2 7@ 0 5@ 7@ 1@ 100@ 0@ 82@ 4@ 2 9@ 2 9@ 2 9@ 2 9@ 2 9@ 2 9 
長 lll@@ 100@ 0@ 73@ 9@ 11 3@ 3 3@ 3 0@ 3 0@ 0 3@ 5 3@ 100@ 0@ 63@ 4@ 4 5@ 5 4@ 8 0@ 6 3@ 1 8@ 10@ 7 
熊 ｜ *@ 100@ 0@ 65@ 4@ 15@ 5@ 6 5@ 1 6@ 5 7     3  51  100  0  58  8  9 2  9 2  4 6  9 2     5  3 
大 @a ， 100@ 0@ 68@ 8@ 17@ 2@ 1 4@ 2 7@ 4 1                       3  4 8  0     5  7           
宮 岬 l00 0 7l 9 は 7 5 8 l 4 2 9                 72  5     9  9 2  2 5  5         一一 I 鹿児 ; 中 島 縄 ll000 l000 52 02 一一 4＾i・ 4・ 64 94 26 
( 百 掲 ) 

市 
郡 00l l 4 大 部 市部部 ｜ ll １ lll 000 000 000 223 29g 556 2@5 753 叶 42 4 Ⅰ           
    は rlC Ⅰ l0 墓木分類番号 @ てあ る   (P 穏 r 自殺の分類友 ひ 内容 @ を参昭 ) 

  



9. 職業・産業別にみた 自殺 ( 平成 12 年度人口動態職業，産業別統計 ) 

国勢調査実施牛皮に 実施している 人口動態職業・ 産業別統計により 平成 12 年度にお 

ける白鞍死亡率 ( 人口 10 万 対 ) をみると、 「就業者総数」では 男 32.9 、 女 8.9 、 「無職」 

では 男 70.8 、 女 21.9 となっており、 特に男の「無職」が 高くなっている。 

就業者を職業別にみると、 男では「農林漁業作業者」 「サービス職業従事者」が 高く 

なっている。 ( 表 11) 
産業別にみると、 男女ともに「 第 1 次 産業」が高くなっている " ( 表 12) 

表 1  15 歳以上自殺死亡数． 死亡率 ( 人口 @0 万 対 ) . 職業 ( 大分類 ) 剛 一平成 12 年度一 

  - 一 """ "" 一 ""   男   
    死亡数 '@ 毛布 発 ㍉ ) 

総 数     22  048 42  3 
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道
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ぬ
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 ビ
職
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 ・
エ
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音
問
現
務
亮
一
安
林
 輸
産
類
 

専
管
 事
販
サ
保
農
 連
坐
 分
 

業
 
A
 
日
 
C
D
 

旺
 Ⅰ
 
G
H
l
J
 

就
 
示
 

32. 9 

55. 6 
42. 3 
19.@ 7 
20. 3 
5l. l 
24. 3 
54. 2 
35. 2 
l6. 2 
  

  
  無 職   9  902 /0. 8 

女 

死亡数 l ( 人口 死亡率 l0 万 対 ) 
8@ 643 15.  7 

2  260 8. 9 

247 6. 7 
64 *32. 3 
271 3. 6 
212 6. 2 

302 8. 5 
l Ⅰ *21. 6 
237 l7. G 
30 *27. 9 
182 3. 4 
704   

6  383 21 . 9 

; 主 l) 「」 分類不能の職業」 には仕事の有無不詳を 含む。 
2) 表 中 *E ロの 付してあ る数値については、 発生件数が l00 未満のもので 数値が特に不安定 
てあ ることに注意する 必要があ る   

表 ]2  l5 歳以上自殺死亡数， 死亡率 ( 人口 l0 万 対 ) . 産業 ( 大分類 ) 別 一平成 12 年度一     
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第 3 次 産 業 
G  電気・ガス・ 熱供給・水道業 
H  運輸・通信業 

  卸売・小売業・ 飲食店 
J  金融・保険業 
K 不 動 産 業 
Ⅰ サ ー ビ ス 業 

M 公 務 

N  分類不能の産業 

佃 @ 業 

  639 
245 
829 
  229 
129 
115 
  616 
476 

3  168 

9  902 

2l. 5 
8l . l 

26. 2 
l 7. 6 
15.@ 3 
25. 4 
Ⅰ 9. 8 
29. 2 

  

70. 8 

死亡数 ( 人口 死亡率 l0 乃村 ) 
8 643 15.@ 7 

2 260 8. 9 

270 19. 5 
251 1 9. 1 

クり *26. 0 
16 *25. 2 

289 5. 7 

)6 *l92. 5 
70 *7. 5 
203 4. 9 

883 4. 7 

20 *40. 3 
47 *6. 4 
246 3. 4 
23 *2. 5 
Ⅰ 6 *5. 5 
461 5. l 

70 *l 3. 6 

818   

6  383 2l. 9 

; 主     l) 「 N  分類不能の産業」 には仕事の有無不詳を 含む。 

2) 表中 * 印の付してあ る数値については ，発生件数が l00 未満のもので 数値が特に不安定であ る 

ことに注意する 必要があ る。 
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職業別に手段をみると、 男       「 総首 」が最も多く、 「農林 漁 、 業作業者」では「 薬 

物」、 「運輸・通信従事者」                       が多くなっている。 ( 表 13) 

表 l3  15 歳以上自殺死亡数の 性   職業 ( 大分類 ) 別にみた手段別自殺死亡数構成割合 
一平成 12 年度一 

( 単位 : %) 

  総数 l 総首 ガス 薬物 溺死 飛び降り飛び 込みその他 
(X70)@ (X67)@ (X71)@ (X80)@ (X81)@ 

X66. X79. 
  X68. 

X69) X84) 

男               72.6 5. 7 3. 8 2. 3 7. 9 l. 8 5. g 

就 業 者 総 数   100.0  72.7 7. 3 3. 6 2. 3 7.0 l.4 5. 7 

6. l 3.4 2. O 6. 6 0 ・ 7 5. 7 

巳 管理的職業従事者   l00. 0  77. 2 6. l 3. 0 l. 2 5. 2 l. 3 6. O 

C  事務従事者 @  l00.0  67.3 7. 4 2.5 3.0  ll. l 2. 5 6. 3 

D  販売従事者 1  l00.0  72.2 8. 5 2. 5 l. 6 7. l 0 ・ 9 7. l 

E  サービス職業従事者     100 ． 0  73. 9 8. l 3.O l. 7 6. 2 l.4 5. 7 

「 保安職業従事者 i  l00 ． 0  73.5 5. 2 l. 3 l. 3 7. O 2. 6 9. l 

G  農林漁業作業者     l00.0  75. 3 4. 6  l2. 3 l. 7 l. 8   4. 2 

H  運輸、 通信従事者 I@ 100.0@ 68.3@ 14. 7 2.O 2. 9 6. 0 l. 2 4. g 
  

  生産工程・労務作業者     100.0  73.0 9. 4 3. 6 2. l 5. 2 l. 0 5. 7 

」 分類不能の職業 100. 0@ 71. 3 4. 8 2. 5 3. @  10. l 2. 7 5. 4 

皿 @ 職 l00 ・ 0  72. 5 3. 7 3. 9 2. 5 9.0 2. 2 6. 2 

女 l00. 0 63. 1 l. 5 6. g 7.0  l2. 6 2. 7 6. 2 

就 業 者 総 数     100. 0  59. 4 2. 8 8. 3 5. 8  l5. 0 2. 7 5. g 

A  専門的・技術的職業従事者 @  l00.0  52.6 2. 0 7. 7 4. 5  22. 7 4. O 6. 5 

B  管理的職業従事者 l00 ・ 0  56. 3 3. @  l0. 9 7. 8  l2. 5 3. l 6. 3 

c  事務従事者 l00. 0  57. 2 2. 6 G. 6 5. 9  l8. 8 3. 7 5. 2 

l00 ・ 0  62. 3 5. 2 6. l 6. l  ll. 3 l. 9 7. l D  販売従事者 

巨 サービス職業従事者               67.2 3. 3 5. 3 7. 0  ll. 6 l. 7 4. 0 

「 保安職業従事者 @  l00.0  8l.8   9. l   9. l     

G  農林漁業作業者 0. 4  21. 5 4. 2 l. 3 l. 3 5. l 

H  運輸・通信従事者 100.0     l00.0  66 色色 27 l0.0 3. 3 3. 3 6. 7 3. 3 6. 7 

  生産工程・労務作業者 100 ・ 0  65. 9 5. 5 7. 7 3. 8 8. 8 l. l 7. l 

」 分類不能の職業 l00 ・ 0  54. l 2. l 6. 8 8 億 20. 2 3. 6 6. 4 

抽 " ， 。 職 l00 ・ 0  64. 4 l. l 6. 4 7. 3  1l. 8 2. 6 6. 4 

注 : 1 「」 分類不能の職業Ⅱには 仕事の有無不詳を 含む。 
2) ( ) は「 lCD-l0 基本分類番号 @ であ る。 (P26 「自殺の分類及 び 内容」を参照 ) 
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]0 ・ 平成 6 年～平成 ]5 年の状況 

(1) 年齢別にみた 自殺 

性・年齢階級 (5 歳階級 ) 別 自殺死亡率をみると、 男では、 50 歳 代をピークとする 大 
きな山が形成されており、 20 歳代～ f60 歳 代が平成 6 年～平成 9 年 と 平成 10 年以降の 

大きく 2 層に分かれている。 また、 30 歳代～ 40 歳代では平成 15 午においてやや 高く 

なっている。 

一方、 女は各年ともほぼ 同様で、 高年齢になるにしたがって 高くなっている。 
( 図 11 、 表 14) 

図 Ⅱ 性 ，年齢 (5 歳階級 ) 別 自殺死亡率の 年次比較 
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表 ]4  性・年齢 (5 歳階級 ) 別 自殺死亡率 ( 人口 10 万 対 ) の年次比較 

  ま 堵轍翠 U 鞠 C ， 鋤 f ㏄ @ Cg7j ( l0  籠 ;  i ． ぐ Ⅱ ㏄ ) 12 0 ㏄の ぐ 13 0l) (O 乃 ぐ ⑬ l 5 1 期 ㍻ 昨 @f 鋤 7 f ㏄ @ Cg7) f 的 ( 臥刀 12 ㎝ )C0l) 13 ぐ 0 勺 f ㏄ ) 
総 数 打・ l 打・ 4 24.3 26.0 ㏄・ 軋 36.5 あ ・ 2 れ 2 あ ・ 2 ㏄・ 0 @. 引 11.3 11.5 11.9 @.7 @.i l3.4 l.9 l,8 l3.5 

  l 6 l 午 Ⅱ 臆 Lth l7 0<b 99 １ 8 l ㌔ 24 0 Ⅰ 86 08U 4l Ⅱ いし 。 0 0 ③ 50 O.3 63 ハ Ⅰ 4 ド o8 04 g8 090 58 04 77 ｜ Oo@ 49 トり 5 l し 
卸 4 16.3@ 15.3@ 15.3@ 15.1@ 21.9@ !@ 22.8@ 22.0@ 20.1@ 21.3@ 21.5@ 6.9@ 7.4@ 7.4@ 7.7@ 9.6@ 9.4@ 9.7@ 9.1@ 8.6@ 9.9 
あ 。 " 19.7@ 20.0@ 19.0@ 19.6@ 25.8@I@ 26.9@ 24.4@ 24.6@ 23.7@ 29.2@ 8.6@ 7.7@ 7.8@ 8.6@ 11.7@ 10.7@ 11.5@ 11.0@ 10.6@ 12.4 

㈱㈱㈱   
3l.7 3l.4 ㏄・ l あ ・ 0 の・ 4i5l.4 ㎎・ 0 巧 ・ 5 ㎎・ 6 ㏄・ 3 9.9 l0 ・ 8. Ⅱ・ 0 Ⅱ・ 7 l3.4 l4.5 l22 l24 ll.9 l26 

鰍 。 ㏄． 8 4l.7 %.0 巧 ． 0 ㏄． 8 ㏄ l ㏄． 5 日． 9 ㏄ 3 ㏄・ 0 l4.3 l5.8 l5.5 l6.l l8.5 l6.7 l6.3 l5.3 l6.2 l5.3 

㈱㈱㈱ １ 848 % 弘田 694 l,lll １ 55777 670 lll Ln5576 

㈱ 
    
            r 総数 J には 5 @ 9 歳及び年輪不詳を 含む   
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(2) 手段別にみた 自殺 

手段別の自殺死亡数の 割合を午 次 別にみると、 平成 10 年以降、 男は 70% 台、 女は 
60% 台で推移していた「艦首」が、 平成 1,5 午では減少し 、 「ガス」が 急 、 増している。 

( 図 12) 

図 12 手段別自殺死亡数構成割合の 年次と ヒ較 
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艦首 ガス 薬物 @ 局 5 死 飛び降り 飛び込み その他 

(X70) (X67) (X60-66, 68,69) (X7l)             ， 

注 Ⅱ @  は 「 lCD-l0 基本分類番号」であ る。 (P26  「自殺の分類及び 内容」を参照 ) 

Ⅰ - 



Ⅱ・ 諸外国の自殺死亡率 
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諸外国の自殺死亡率 ( 人口 10 万 対 ) をみると、 男では、 高い国は「ロシア」 70 ． 6 、 「 ハ 

ンガリー」 51.5 、 「日本」 3f.5 となっており、 低い国は、 「イタリア」 11.1 、 「イギリス」 

11.8 、 「アメリカ」 17.6 となっている。 

女 では、 高い回は「ハンガリー」 巧 ・ 4 、 「日本」 14.1 、 「ロシア」 11.9 となっており、 

低い国は、 「イギリス」 3.3 、 「イタリア」 3.4 、 「アメリカ」 4. 1 となっている。 

これを年輪階級別にみると、 男では、 「日本」は「 55 ～ 64 歳」が最も高くなっている 

のに対し、 「日本」より 高率な「ロシア」は「 45 ～ :,14 歳」が最も高く、 「ハンガリー」は 

i75 歳似ヒ」が最も 高くなっている。 なおⅠロシア」「ハンガリー」は 全年齢階級で「日 
本 」 を   ト - 回っている。 

女 では、 「ロシア」「日本」は 年齢階級が高くなるにしたがって 高率となる傾向となっ 

て いろのに対し、 「ハンガリー」は「 45 ～ 54 歳」で山を形成している。 

( 図 13 、 表 15 、 図 14) 
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図 l3  性・年齢階級 (l0 歳階級 ) 別 自殺死亡率 ( 人口 10 万 対 ) の国際比較 
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表 15 性，年齢 (10 歳階級 ) 別 自殺死亡率 ( 人口 l0 万 対 ) の国際比較 一 1999 年 一 

  齢 l アメリカカナダ ドイツ イタリアイギリス ハンガ リ - l スウェー 丁 ン ロシア 

総 数 

5 -l4 歳 0 6 0  4   
12@ 0 8  7                                     

25-34 

35-44 23  8   17  7 18 4       43  1 18 3   51 8 

55-64 8  3 43  9 

65-74 

75-     
  

総 数 ｜ 
5 -l4 歳 

25-34   
35-44   

22  0  |  24  0  34  3  24  9           15・ 85・ 26・ 105・ 

55-64   
46@ 1 45  6     21 7 13@9 12・ 9  8               27  30  6 4 90  98・ 8 

75- 60  7 81 5         
  

  
7  3     3  4 3  3 15 4 8  0 11 9 

            ' 41 ' 52             0 2@ |@ 0@ 2 0  0 0  5 0  0   
7  3 5@ 5 3  4 3  0     2  5 4  0 6  3 9  1 

25-34 8  1   7  7 4  4 2  7 3  9 6  5 7  4 10 6 

35-44   9  9 7  3 6  4   7  3       6  8 3  3 4  7 13 2       11 6 

45-54   8  7 3  7 4  3 21 9 11 8 14 2 

55-64   10・ 15  19・ 6     8・ 4  0 18 5 10 2 14 0 

65-74 22  0 18 7   4 1 4  9 14 8       5  9 4  2 29  4 9  7 19 4 

75-   2  8 17 5 18 5 6  3 5@ 1 51 4 10 8 29  2 

    カナダ   ハンガリー   韓国 a ノ アは 2000 年の数値てあ る   
<@4@ WH O@ rworld@ Health@ Statistics                               

図 14 性別自殺死亡率 ( 人口 10 万 対 ) の年次推移の 国際比較 
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]2, 統計表 

第 1 表 総 死亡数・死亡率 ( 人口 ]0 万 対 ) . 自殺死亡数・ 死亡率 ( 人口 ]0 万 対 ) の年次推移 

午 次 

1899 明治 32 年 
1900 33 

01 34 

02 35 

03 .3{6 

04 37 

05 38 

06 39 

07 40 

08 41 

09 42 

10 43 

11 44 

12  大正元年 
13   

14   

4
5
6
7
8
 

5
6
7
8
9
 

1
l
I
l
l
 

9
 

㏄
Ⅱ
は
 
田
 

0
1
2
3
4
 

2
2
2
2
2
 

25 14 
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27   
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Ⅰ
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Ⅰ
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3
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総 数 総 数 

死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 
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910 744 2 077. 1 5  863 13. 4 
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表 等 2 性 ・年齢 (5 歳階級 ) 刑死因順位 一平成 1R 年一 

第 2 位 第 3 位 第 44 立 第 5 位 

年齢階級 死                                     第 2 位                 第 3 位                 第 4 位                 第 因 5 位 割合 (%) 

40 ． 7  心 疾 患 柊 ． 6 

注 り 割合はそれぞれ 年齢階級別死亡数を l00 とした場合の 割合であ る。 
2@  死因の順位は 死亡数の多いものから 定めた。 

l Ⅰ． 5  月面 炎 

9.0  目 殺 
8.6  心 疾 患 
7.5  心 疾 患 
8.3 悪性新生物 
Ⅱ． 0 悪性新生物 
l2 9 不慮の事故 
l3.2 不慮の事故 
l3.7 脳血管疾患 
13.8  脳血管疾患 
l0 ． l 脳血管疾患 

9.@  自 殺 
9.7  肺 炎 
10.6  肺 炎 
l2.3  肺 炎 
Ⅰ 3.8  肺 炎 

]6.4 脳血管疾患 
l5.4  脳血管疾患 

Ⅰ 4.9  月目 卜 炎 

Ⅱ． 2  心 疾 患 
@ ． 6 心 疾 患 
@ ． 8 心 疾 患 
@ ． 0  心 疾 患 
8.8 心 疾 患 
7.4 不慮の事故 
7.8 脳血管疾患 
9.0 心 疾 患 
7.6  目 殺 
9.0  日 殺 
9.7  自 殺 
10 ． 5 不慮の事故 
Ⅱ． 8  肺 炎 
l4.6  肺 炎 

l6.8  肺 炎 

Ⅰ 7.7  月計五 炎 

l5.5 悪性新生物 
  

9.2 不慮の事故 
8. 5 その他の新生物 0 Ⅰ 先天奇形・栗色体臭 常 

7.3 脳血管疾患 
7.5 脳血管疾患 
9.7 脳血管疾患 
l2.7 脳血管疾患 
9.9 脳血管疾患 
9.2 不慮の事故 
9.4 不慮の事故 
8.6 不慮の事故 
5.7 不慮の事故 
4.3 不慮の事故 
6.4 不忠の事故 
9.6 不慮の事故 
l3.3 不慮の事故 
l4. 9 恒性閉塞性肺疾患 

14. @  老 一表 

9.6  者 表 - 色 8 先天奇形・染色体典常 

6.8 先夫奇形・染色体異常 

5.7 脳血管疾患 
5.4 脳血管疾患 
6.0 脳血管疾患 
6.4 脳血管疾患 
7.3 本ほの事故 
6.6 不慮の事故 
7.0 不慮の事故 
5.7 不慮の事故 
4.3 不慮の事故 
3.6  月時下 炎 

5.0 不慮の事故 
7.2 不忠の事故 
9.9 不慮の事故 
l2.7  名 表 - 
l0.7  者 表 - 

3
5
7
9
2
9
2
6
8
2
2
4
8
4
2
2
2
1
 

4
4
1
1
2
3
7
8
7
6
5
4
3
3
3
3
3
7
 

3. 7 
3. 9 
2. 2 
2.2 
3.4 
3. 4 
5. 5 
5.4 
4. 6 

4.0 
3. 6 

3. 6 
3. 4 
3. 7 
3. 5 
3. l 

4. 0 

10.7 
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第 3 表 性，手段別自殺死亡数構成割合の 年次推移 

Ⅱ
 5
6
7
8
9
 

和
 
2
2
2
2
2
 

昭
 

 
  

 
Ⅰ 玖 Ⅰ   
  
    

0  2 
0  3 
0  5 
0  6 
0  9 

男 
薬物 溺死 飛び降り飛び 込み 

(X71)@ (X80)@ (X81) 
X66. 
X68 、   

一
 
"
  
 
 
 

 
 

その他 総数 
(X72- 
X79 、 

X82- 

X84) 

l5.l   l00.0 

15.4 l00 ・ 0 
l6.2 l00 ・ 0 
l5. 7 l00.0 
l4. 9 100 ・ 0 

  
@4.81100 ・ 0   l4. 7 l00 ・ 0 

3@2@ |@ 100.0@ 32.9@ 1.6@ 43.8@ 6.@1@ 1.3       l4. 2 l00. 0 
3 3@ 1 )00.0@ 32.7@ 2. 1@ 44.7@ 5.7@ 1.3@ 10.1@ 3.3@ 100.0 
34@ |@ 100.0@ 35.3@ 2.5@ 41.1@ 6.4@ 1.5@ 10.1@ 3.2@ 100.0 

3 5@ 100.0@ 36.5@ 2.9@ 40.4@ 5.4@ 1.7@ 10.0@ 3.2@ 100.0 

3 6  100.0  39.7  2.2  39.1  5.7  1.6  8.1  3.6  100.0 
3 7@ 100.0@ 41.1@ 3.0@ 35.1@ 6.3@ 1.8@ 9. 1@ 3.5@ 100.0 
3 8  100.0  45.4  2.7  29.0  6.8  2.4  9.5  4.3  100.0 
3 9  100.0  48.8  4.0  24.2  6.0  2.2  10.2  4.6  100.0 

4 0@ 100.0@ 50.7@ 4.4@ 20.9@ 6.8@ 2.9@ 9.6@ 4.8@ 100.0 
4 1  100.0  50.3  5.5  20.0  6.8  2.9  9.3  5.0  100.0 
42@ |@ 100.0@ 50.6@ 5.9@ 17.7@ 6.6@ 3.6@ 9.8@ 5.8@ 100.0 
4 3  100.0  52.6  6. 1  16.3  6.6  3.2  9.2  5.9  100.0 

44@ 100.0@ 53.6@ 6.8@ 15.1@ 6.3@ 3.9@ 7.9@ 6.5@ 100.0 

4 5  100.0  53.2  8.8  12.7  6.6  4.1  8. 1  6.5  100.0 
4 6  100.0  53.9  9.6  11.3  6.2  4.3  7.7  7.0  100.0 
4 7  100.0  55.6  10.7  9.2  5.6  4.4  7. 1  7.3  100.0 
4 8  100.0  58.1  11.0  7.0  5.0  5.0  6.7  7.3  100.0 
4 9  100.0  55.6  12.9  6.3  5.2  5.6  6.6  7.7  100.0 

5 0  100.0  53.0  16.2  6.2  4.7  5.7  6.3  7.9  100.0 
5 1@ 100.0@ 52.3@ 17. 1@ 6.2@ 5. 1@ 5.6@ 6. 1@ 7.7@ 100.0 
5 2  100.0  51.7  16.7  6.2  4.9  5.5  5.9  9. 1  100.0 
5 3  100.0  51.7  16.4  5.6  4.1  6.3  5.9  10.0    100.0 5 4  100.0  53.3  14.4  5.5 す 7 6.4 5.3 ll.4 l00.0   
5 7  i  100.0  55.6  13.6  6.5  4.2  6.2  4.6  9.4  100.0   
6 0  100.0  59.3  10.6  8.7  3.6  7.2  3.6  7. 1  100.0 
6 1@ 100.0@ 59.5@ 8.9@ 9.1@ 3.3@ 8.7@ 3.5@ 6.9@ 100.0 
fi 2  100.0  58.0  8.8  8.5  3.5  9.0  3.9  8.4  100.0 
6 3  100.0  58.0  8.4  7.3  3.9  9.6  4. 1  8.7  100.0 平成元年 l00.0 59.0 8.0 6 3 4.2 l0.3 3.9 8.3 l00.0 

  100.0 59.8 6.9 5.9 4.2 10.5 3.9 8.8 100.0 
  100.0 59.0 8.4 5.9 3.9 10.2 4.0 8.4 100.0 
  100.0 63.0 7.2 5.3 3.7 9.2 3.8 7.7 100.0 
  100.0 60.6 8.8 4.9 3.9 9.9 3.7 8.2 100.0 
  100.0 62.4 7.2 4.9 3.7 9.6 3.5 8.6 100.0 

  100.0 64.9 6.6 4.8 3.3 9.4 3.3 7.7 100.0 
  100.0 64.5 7.0 4.9 3. 1 9.4 3.2 7.9 100.0 
  100.0  64.1  6.9  4.9  3.3  9.5  3.1  8.3  100.0 
1 0  100.0  70.9  6.3  3.3  2.6  8.2  2.3  6.4  100.0 
1@ 1@ 100.0@ 70.3@ 6.6@ 3.9@ 2.7@ 8.2@ 2.3@ 6.1@ 100.0 

1 2@ 100.0@ 71.6@ 5.9@ 3.8@ 2.4@ 8.2@ 1.8@ 6.3@ 100.0 
1 3@ 100.0@ 71.9@ 5.8@ 3.7@ 2.3@ 7.7@ 2.2@ 6.5@ 100.0 
1 4@ 100.0@ 71.0@ 6.3@ 3.8@ 2.4@ 7.9@ 1.9@ 6.7@ 100.0 
1 5@ 100.0@ 66.4@ 13.3@ 3.0@ 2.3@ 7.1@ 2.1@ 5.8@ 100.0 

注 : り 昭和 25 年 -32 年と平成 7 年以降の r 故意の自伝の 続発・後遺症 @ は 自殺の合計には 含まない   
2) 昭和 75 年 -32 年の r 飛び込み」は 分類されず、 r その他 J に 含まれる。 
            「 lC 旺 l0 基本分類番号 J であ る。 (P26 r 自殺の分類及び 内容 J を 参照 ) 
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ガス 薬物 溺死 飛び降り飛び 込み その他 
(X67)@ (X71)@ (X80)@ (X81)@ 

X66   X79   
X68   鵜 2- 
X69) X84) 

0. 3 26. 8 26. 4 0. 7       l2.9 
0. 6 30.0 25.4 0. 8       l2. 1 
0.5@ 31.4@ 23.5@ 0.8       l2. 6 
0. 7 36.5 2l.8 0.6       ll. 6 
l. 8 40. 4 20. 8 l.0       l0 ・ 7 

23.  8  2.  0  43.  8 
26.4  2.  6  42.8 
25.9 3. 6 4l. 7 
24.3 4. 8 44. 4 
26.9 5. 4 39.9 

27. 3 5. 8 40. 4 
28. l 4. 5 42.4 
29. 6 6. 5 36.2 
33.5@ 6.@ 1@ 30.3 
37.0 7. 7 25. l 

37.5 9. 2 22.4 
37.7@ 11.3@ 22.2 
38. 1@ 11. 5@ 20. 8 
4l. 0 @0 ． 2 ℡・ 3 

4l   6@ 1l   0@ 17.9 

41.3@ 13.2@ 15.7 
41. 7@ 13.2@ 14.2 
45.2@ 15.0@ 10.8 
46. 2 l5. 7 9. 0 
45. 3 l6. 6 8. 3 

45. 5 l6. 4 8. 8 
46. 1@ 13. 7@ 8. 7 
45. 5 14.4 8. G 
47.2 12.8 8. 9 
49.9@ 10.4@ 7.9 

5l.2 8. 7 8.3 
5l. 9 7. 9 8. 6 
50 ・ 9 7. 2 98 8 

55. 2 6. 7 8. 8 
53. 7 5. 8 9. 9 

53.8@ 4.4@ 11.8 
52.4 3. 6 l1.5 
52. 3 3. 2 l0. 6 
53.4 2. 8 9. 7 
54. 3 2. 8 8. 2 

52.5 2.4 8.5 
53.4 2.7 8.4 
55. 2 2.4 8. 4 
53. 3 2. 8 8. 7 
54.3 2. l 8.5 

57. 7 1. 7 8. 0 
56. 7 2. 2 7. 6 
55.5 2. l 8.5 

6l.3  l.9  6.5 
6l.5 2.0 6. 9 

62.0 i. 6 6. 7 
60. 9 l. 7 7. 3 
62. l l. 9 7. f 
58.9 4.8 6. 7 

6
4
3
8
4
3
4
7
3
3
l
6
9
7
5
0
8
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l
0
5
3
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l
7
7
5
l
5
0
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9
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1
8
l
0
6
9
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7
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5
7
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5
6
8
8
9
8
7
8
7
7
7
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4
5
3
3
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3
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1
1
9
0
0
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l
l
l
l
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l
l
l
l
9
9
9
7
7
7
7
7
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0 ・ 6       ll.2 
0 ・ 8       9. 9 
0 ・ 9       l0 ・ 5 
0.8 8.4 l.4 
l. 0 8. l l. 4 

l. 0 7. 7 l4 4 
l. l 6. 8 l. 8 
l. 5 7. 6 l. 8 
l. 6 8. 2 2. 0 
l. 6 8. 5 l. 8 

l.9 7.6 2.4 
2. 0 6. 5 l. 8 
2. 2 6. 6 2. 9 
2. 3 6. 6 2. 9 
2. 7 6. 3 2. 9 

2. 9 6. 3 3. 6 
3. l 6. 0 4. 0 
3. 2 5. 9 3. 9 
4. l 5. 6 4. 4 
4. 6 5. 7 4.4 

4. 4 5. 6 4. 8 
4. 8 6. l 5. 4 
5. 6 6. l 6. 3 
6.0 6.0 5.9 
6. 8 5. 3 7.0 

6. 9 5. 7 6. 6 
6. 3 5. 6 7. 2 
7.@ 1@ 5.2@ 6. 7 
7.4 4. 5 5. 8 
8. 4 4. 7 6. 5 

8. 6 4. l 6. 0 
lt. 8 4. 4 6. 4 
l2. l 4. 5 6. 8 
l1. 8 4. 7 7. 3 
11. 7 4. 7 7. l 

l2.0 5. l 7. 7 
ll.4 4.9 7. 7 
ll. 7 4. 7 7. 3 
l2.0 4. 8 7. l 
l2.4 4.7 6.9 

ll.4 4. 9 6. 5 
12.2  4.4  7.8 
13.3 4. l 7.4 

l2.8  3.4  6.4 
l2.4 3. 2 6. 2 

l2. 9 3. 0 6. l 
l3. l 3. l 6.8 
l2.4 2. 9 6. 7 
l2. 8 3. 6 6. 5 



第 4 表 性・都道府県別自殺年齢調整死亡率 ( 人口 10 万 対 ) の年次推移 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

          
          
          
          
          
          
    
          年輪 誘捜 死亡 

年 輪 弗 整 死 亡 率 ( 人 口 @ 方 竹 ) 

    

 
 

 
 

 
 

即
 ㏄
 
 
 

年
 )
 

 
 
昭
 (
 

    
33.3 25. l 22.5 

30.2 25.8 18.8 

36. l 33.4 30 ・ G 

21.2 l8. l l5. l 

3l. 1 28.8 27.6 

25.8 26.9 23.2 

25.3 l8. 8 l8.8 

22.6 16.5 14.9 

24. @ l7. 5 19. 9 

29. l 19.0 23. 4 
    

23.0 lg.G 20 ・ 0 

22. l 15.7 l5. 5 

27. 7 16.8 l7. 6 

25.4 19.3 17.0 

34. 3 30 ・ 5 33.0 

25. l 27.3 26. 3 

24.2 2l. G 19.4 

27. 9 24. 2 16. 7 

25. 7 18.9 l9. 9 

27. 1 19.5 l6. 8 

34. 0 75. 0 19. 9 

26. l 20.5 17.4 

27.8 l9. l l8. G 

28.9 23.2 20. 4 

32.3 17.5 l7. 4 

30.8 l8. 5 20. 7 

32.3 22  6 22. l 

31.7 21.8 20. 2 

29.2 l8. 6 16.5 

28.2 25. l 22. 4 

25. 1 23.8 21.8 

33.2 28.7 25.9 

21.5 l9. 2 l9. 3 

30. 9 22. 3 21. 3 

36.3 27. 0 23.3 

25.7 20. 4 24.2 

27.6 20.8 14.4 

35. 5 20.6 24. l 

25. l 29.9 25.7 

33@ 7 19.7 l9. 5 

32.4 l7. 9 18.4 

30.9 24. 4 24. 7 

24.9 20 ・ 0 n@. l 

26. 7 20.8 22. 7 

32.6 26.2 30.8 

3l   3 26. G 25. 2 
      
    

      0 基準人口は   昭和 6[W 年モ 

    
U4.l 24.3 

26. 4 26. 9 

25.9 31.8 

34. l 35. 9 

)8. 4 20. 5 

32.9 30.4 

22.0 24.7 

lg. G 22. 2 

2l. G 23. 3 

24. 9 24. l 

25  8 25. 2 

22.3 22. 0 

21.8 20.9 

20.9 20.8 

19.3 20. 8 

31.2 26.2 

24. 7 27. l 

20. 9 24. 7 

23. 2 24. l 
24.5 24.5 

23.5 21.5 

27. 0 22  9 

24. 2 22  7 

24  5 20 ・ 0 

19.7 n2.4 

23. 4 19.3 

23. G 24.2 

26. l 24.0 

25.3 25. 5 

22. 9 22. 3 

24.8 23.7 

l7.0 27.3 

31. 3 36. 5 

2l. 3 22. 0 

22. 1 24.4 

25. 7 27. 4 

22.5 30.2 

25. 9 ??. 9 

23.8 27.5 

30. 7 33.8 

26. 4 25  8 

20. l 23.2 

27.0 26. l 

22. 6 24. 5 

24. G 25. 3 

34@ 3 37.4 

27. 2 32. 1 

23.0 27.5 

チル人口であ る   

    平成 2   
26.9 20.0 

32. l 2l. 6 

33.7 25.4 

35. G 28.7 

25. 3 21.0 

45.8 33.3 

28. l 21.3 
30 ． 3 18. 7 

27.3 16.8 

29.4 2l. 5 

31. 3 20. 8 

23.8 l7. l 

22.8 16.3 

21.2 l7. G 

22.3 16.5 

38.9 74. 5 

32.3 2l.5 

25. l 19.9 

25. 4 18. 9 

26. l 22. 7 

26. 4 lg. G 

76. 8 l9. 2 

24. l l7.0 

2l. l l5. 8 

23. 3 l7. 0 

22.5 l8. l 

24. 0 18.5 

23.2 20.9 

27. G l9. 1 

24.2 17.5 

37. l 23. G 

24. 7 24. 7 

34. 2 30 1 

25.3 l9. 5 

28. 3 21. 9 

29.7 20. l 

25. 9 l9. l 

25.5 18.8 

2g. G 2@.0 

38. 3 25. 7 

3l. 4 23. 9 

33. 4 l8. 2 

32.7 2l. g 

28. l 19.8 

30. 6 22.Z 

32.4 30.3 
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8
.
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3
6
.
l
 
2
9
.
l
 
2
7
.
8
 

 
 

  
  l? 年 昭和 35 年 
          (20 ㏄ ) (I960) 

2@.3 30.7 20.6 

21.6 36. 0 22. S 

28. l 34.8 14.0 

3l. G 4l.0 26.4 

l7. G 30.7 l5. l 

36.6 47.2 20.7 

27. G 32. l 19.4 
23. 6 31. 3 l6. G 

20.6 31. 7 14.4 

25.3 30. 9 15. 7 

22. l 29.8 21.9 

18.7 25.2 l8. 0 

l8. G 27. 1 l7. 5 

l9. 2 28.2 20 ・ 2 

l8. 5 26 1 16 3 

28.3 39. l 26.9 

24. 4 31 3 18 9 

19. l 27  7 l4. 2 

19. 8 27. 6 19. 7 

22. l 3l. 4 22.0 

20 ・ 4 31.8 20.2 

17.7 7@. 5 77. 0 

l8.4 26. l 20.5 

l8.0 26.2 24. 0 

18.3 25.9 2l. G 

l7.0 27.7 23. l 

20. 6 32.2 24.2 

19.6 33. l 25.5 

2l.2 30.2 23.2 

l4. 6 23. 2 23.5 

25.0 33.5 26. 4 

27. G 33.2 14.6 

30.5 4l. l l8.2 

l7. 5 23.2 l8. l 

22. 4 26.9 23.2 

24.5 33. G 18.2 

20.3 24. 5 17.9 

l8. l 32. 4 21.9 

22.2 3l. 0 20. G 

24. 3 32. 7 24. 3 

23. 4 33. 8 16. 4 

20 ． 4 36.3 l7. 0 

22. 5 35. l 14.2 

  
    

三三 : 「                       18.7 

 
 

  

  

    
l4.4 

l4. l 

l3. 5 

20. 4 

14. 8 

14. 9 

12. 7 

l2. 5 

l0 ・ 5 

ll. G 
l5.0 

l2. 5 

13. 3 

n. 3 

12. 3 

21@ 2 

20.4 10.8 ll.4   
l2. l 

l5.2 

l8. 2 

13. 7 

l5. 6 

l4. 3 

21.8 

l9. 4 

15.9 

l6. l 

l5.0 

13. 8 

13. 8 

13. 7 

14. 7 

l6. l 

l4. 4 

l7. 2 

22. 5 

11.2 

l0 ・ 5 

』 @. 3 

l0. 5 

11. 3 

  
15.2 

11.2 

l4. 4 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

    
15.G l3. Ⅰ 

18.0 13.6 

l2. 5 l3. l 

22.4 18.3 

16.7 10.8 

20.8 l5.4 

15. 7 l5. l 

13. 2 11. 7 

l3. 0 l3. l 

l4. 0 l6. G 
l7. 6 l6.4 

16. 9 13. 6 

12. 8 12. 6 

13. 7 n ・ 8 

l3. 9 l0. @ 

18.8 18.9 

14@ 9 )5. 8 

14@ 2 ll.0 

14. 7 l l. 0 

l l. 4 12. 8 

l6.3 l2.0 

19. 3 l5. 3 

11.9 l2. G 

19. 2 l4. 4 

14. 5 l2. 0 

19@ 5 13.3 

16  4 13.6 

19.3 14 2 

l8. 2         

13.8 14. 5 

20@ 3 15.9 

l3.2 l2.2 

18. 7 l7. 4 
l2.4 ll.8 

l4. 5 14.7 

l7. 3 16. 4 

14.7 15.5 

15.0 17 2 

14.8 10.6 

14@ 9 12  9 

12. 7 12. 7 

11@ 7 12.0 

l2.4 l3.0 

l3. 6 l2. l 

l2. 3 12.3 

l4. l l4. 0 

15. 5 14. 7 

      7  4 

12. 8 

  
  

l5. 0 10.4 

l4. 6 l2. 6 

13.8 ll. l 

l5. 5 l3. 5 
17@ 4 12  2 

  
ll. 5 l0. 4 

12.0 9.8 

l0. 4 9. 6 

17.0 l4. 5 

15.0 l3. 0 

11.4 7. l 
g. 5 9. 7 

l5. G 12. 7 

12.3 13.2 

14. 9 l3. l 

l0. 3 9. 8 

ll. 2 l0. 5 

ll. 5 10. 4 

l0. l 9. l 

12. 9 l2. 2 

II@ 2 9.9 

l2. 4 10.9 

11@ 9 8  2 

13@ 9 10. 6 

l3. l         

l4. 4 9.8 

9. l 9. 2 

10. 7         

l3.2 8.8 

12. 7 l0. l 

l3. S 10.9 

l6. l 9.8 

10. 9 10. 7 

11. 6 10. 7 

l0. l ll. 4 

11.9 10. 3 

10.9 8. 9 

11.3 9.8 

l4.0 ll. 4 

15.2 12.7 

10. 7 9. 8 

  
8. 7 11. 8 

ll. O l3. l 

9. 9 9. 7 

15@ 0 14.8 

10@ 1 )0 3 

l0. 8 l0 ・ G 

9. 6 10. 9 

8. 7 l2. 6 

11. 4 11. 2 

10. l 10. 4 

B. l 9.5 

9.4 8.3   11.6 9.G 
11. 3 13.8 

9. l 11 9 

9. 0     

8. 3 7. 2 
l0 ・ 3 8 3 

l0 ・ 3 12.8 

10. 6 ll. 5 

6. 6       

9  3 10  4 

9  0 9.8 

7. 8 7. 9 

8. 9 11. 2 

9. 4         

9. 2 10. 9 

9. 3 8. 0 

        10.8 

8. l 8.8 

12. 4         

7. 0 l0. l 

9, 8 9. 7 

  
9. 7 7.7 

8. l 9  5 

9. 2 9. 9 

7. 9 l0 ・ 4 

8. 2 9. 8 

8. 8 11. 2 

9. 2 10. 6 

8. 7     l. 3 

12.0         

ll. 0 ll. 0 

6. 3         

24  一 



13.  参考 

観察対象の範囲 

観察対象は 、 次の表に示すとおりであ る 

昭和 18 年以前沖縄を 含む 旧 内地 ( 樺太を除く ) 

北海道、                 四国、 九州に属する 地域のうち、 北海道根室支庁 
昭和 22 一 2W 年 の一部、 東京都小笠原支庁、 島根県竹島、 鹿児島県大島郡十島村 

北緯 30 度以南、 沖縄全県を除く 地域 

地域範囲 昭和 26 年 12 月 5 日以降 : 鹿児島県大島郡十島村北緯 29 ～ 30 度 昭和 26 ～ 47 年 降 ㍼ 帥 ㎎ 喝 8 卵 年 版 リ 1 朗朗 をわ 合口 む以 同村北緯 29 度以南 ( 奄美群島 ) を含む 
昭和 4.f 年 6 月 26 日以降 : 東京都小笠原村を 含む 昭和 48 年以降域のうち、 沖縄を含む。 北海道根室支庁の したがって、 北海道、 一部、 本島 州根 、泉 四竹 国鳥 、を 九除 % く １ に地 属する地 域 前降 親 地 成 察 対酌 家属 ， の性 昭昭 下下 ロロ l2 82 年年 以以 死亡の場所が 前掲の地域にあ る 

観察対象の 昭和 18 年以前死亡者の 本籍が沖縄、 樺太を含む田内地にあ るもの 

人的範囲昭和 22 年以降死亡者の 本籍が北海道、                 四国、 九州及び沖縄にあ るもの ホ 大正Ⅱ 年 以前 ち 客 1 年月 l1 月日 Ⅰ～ 日周 か年 らは 翌月 年刊 日 3 月ま 紐で 日の 期 き で 聞 ー １ ここ 居 事 け仲 出発 ら生 れの たも もの う   
大正 12 ～ 各年Ⅰ 月 Ⅰ日から翌年 1 月 31 日までに届け 出られたもののうち、 
昭和 18 年 1 月 Ⅰ 日 ～同年 12 月 31 日までの期間に 事件発生のもの 

昭和 22 年 各年 中に事件発生のもの 1 月Ⅰ日から 12 月 31 日までに届け 出られたもののうち、 同年 
観察期間 

昭和 2z.R, ～ 42 年 各年 1 月 1 日から翌年 4 月 14 日までに届け 出られたもののうち、 
1 月 1 日～同年 12 月 31 日 までの期間に 事件発生のもの 

昭和 43 ～ 45 年 
各年Ⅰ 月 Ⅰ日から翌年 2 月 H4 日までに届け 出られたもののうち、 
1 月 1 日～同年 12 月 31 日 までの期間に 事件発生のもの ち 昭和 46 年以降 番 戸ま 1 年月 r.l. 、 月日 Ⅰ一 日周 か年 らは 翌月 午 田 日 1 14 での期間に事件発生のもの 日までに届け 出られたものの ぅ 

昭和 18 年以前 
昭和 22 ～ 24 年 

発生地に基づき 各年 1 月 1 日現在の行政区画によって 分類 
都道府県の   
分類の基準 昭和 25 ～ 46 年死亡当時の 住所に基づき 事件発生当時の 行政区画によって 分類 

  
@ 和 47 年以降 @ 亡 当時の住所に 基づき届出当時の 行政区画によって 分類 

ホ 昭和 58 年 3 月以前には、 北海道根室支庁の 一部は含ま           

一 25 一 



自殺の分類及び 内容 

@ C D 一 l 0 @ C D 一 6 
基本分類番号 死 因 名 基本分類番号 

平成 7 年以降 昭和 25-32 年 

X60-X84 故意の自傷および 自殺 

X60 ， X61 

X62-X66 ， X69 

X67 

X68 

X70 

X7l 

X72-x75 

X76 

X78 

X80 

X80 ． 0 

X8l 

X77.@X79.@X82-X84 

(Y87.@O)3' 

鎮痛薬および 睡眠薬に よ る中毒およ 
び 曝露にもとづく 日像および自殺 

その他および 詳細不明の薬物に よ る 
中毒および曝露にもとづく 自傷およ 
び 自殺 

その他のガスおよび 蒸気による中毒 
および曝露にもとづく 自傷および 自 

 
  
 
 
 
 
 

 
 

 
  
 

 
 

7
0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  殺   

 
 
 
 

 
 

 
  

 

 
 

薬
 自
首
 
傷
 

農
く
絆
自
 

溺死および溺水による 故 恵の自傷お 
よび自殺 

銃器および爆発物による 故意の自傷 
および自殺 

  

  

  

  

煙 ・ 火 および火災による 故意の自 像 
および自殺 

鋭利な物体による 故意の自傷および 
自殺 

自
 
 
 
意
 
故
 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
降
 
ぴ
 

 
 ち

 び
 

か
よ
 

所
お
 

高
傷
 

住 宅 乙 

移動中の物体の 前への飛び込みまた 
は 横臥による故意の 自傷および自殺 

その他の明示されたおよび 詳細不明 
の手段による 故京の日像および 自殺 

故意の自傷の 統 発 ・後遺症 

  

E977 

E978 

  

  

E979 

(E953)3' 

@ C D 一 7 
基本分類番号 

昭和 33-42 年 

E97l.a.0 ・ d 

E972 ， E973 

E971.b 

E974 

E975 

E976 

  

E977 

E978 

  

E979. a 

E979. b 

E963 

@ C D- 8 
基本分類番号 

昭和 43-53 年 

Eg50. f 

E951.E952 

Eg50. e 

E953 

Eg54 

E955 

  

E956 

三 g57 

  

E958. a 

E958. b 

E959 

@ C D 一 g 
基本分類番号 

昭和 54- 平成 6 年 

Eg50 ． 01 1-3 

(Eg50 ． 6 を除くお 

E951.E952 

Eg50. G 

E953 

E954 

E955 

E958. l 

三 g56 

E957 

E957.0 

E958.0 

E958.@2-9 

E959 

      主 ． l ) rlCD-6J - rlCD-g@ は r 第 6 回 傍正 - 第 9 回体王国 捺 疾病分類 J , Ⅱ C 卜 l0@ は「第 l0 回 携正 疾病及び関連保健問題の 由 掠 統計分類 @ をいう   
2) r 住宅 J は 4 桁基本分類を 用いた。 
3) 昭和 25 年・ 年と平成 7 年以降は r 故意の自 傍 の 梯尭 ・ 後遁症 @ は 自殺の合計には 含まない   
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比率の解説 

① 総 死亡率 

  年間の総死亡数 
一 l0 月 「 日 現在の日本人人口 

x  100,000 

②自殺死亡率 ( 総数・ 男 ・ 女 ) 

  年間の自殺死亡数 ( 総数・ チ ・ 女 ) 
一 l0 月 1 日 現在の日本人人口 ( 総数・ 男 ・ 女 ) 

x  100,000 

③年齢階級別自殺死亡率 ( 総数・ チ ・ 女 ) 

    年間の年齢階級別自殺死亡数 ( 総数・ チ ・ 女 ) 
10 月 ] 日 現在の日本人 ( 総数・ チ ・ 女 ) の年齢階級別人口 

"  ]m, ㏄ 0 

④性・年齢階級，配偶関係別自殺死亡率 ( 男 ， 女 ) 

  年齢階級・配偶関係別自殺死亡数 ( 男 ・ 女 ) 
一一 国勢調査による 年齢階級・西田 昌 関係別人口 ( 男 ・ 女 ) 

x  100,000 

注 : 西日黒関係は、 総数・有配偶，未婚・ 死別・お佳月 @@ であ る。 

⑤ 1 日 平均自殺死亡数 

    月間の自殺死亡数 
当該月の日数 (30 ， 31.28 列 セ 9) 

⑥自殺年齢調整死亡率 

一 ( 観察集団の年齢階級別自殺死亡率 X 基準人口集団の 年齢階級別人口 ) の総和   
基準人口集団の・ 総和 

年齢調整死亡率とは ，年齢構成の 異なる人口集団の 間での死亡率 や、 
特定の年齢層に 偏在する死因別死亡率について、 その年齢構成の 差を 
取り除いて比較ができるように 調整した死亡率をい つ - 
基準人口は、 昭和 60 年モデル人口であ る。 

基準人口 一昭和 60 年モデル人口一 

年 齢 基 準 人 口 
0 ～ 4 歳 8  Ⅰ 80  000 

5 ～ 9 8  338  000 
Ⅰ 0 ～Ⅰ 4 8  497  000 
Ⅰ 5 ～Ⅰ 9 8  655  000 
20 ～ 24 8  814  000 
25 ～ 29 8  972  000 
30 ～ 34 9  Ⅰ 30  000 

35 ～ 39 9  289  000 
40 ～ 44 9  400  000 
45 ～ 49 8@ 651@ 000 
50 ～ 54 7  616  000 
55 ～ 59 6  58 Ⅰ 000 
60 ～ 64 5  546  000 
65 ～ 69 4@ 511@ 000 
70 ～ 74 3  476  000 
75 ～ 79 2@ 441@ 000 
80 歳 以上 2@ 190@ 000 

総 数 Ⅰ 20  287  000 
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番寮庁 「自殺の概要」 

  

警察庁のまとめた「自殺の 概要」から一部を 抜粋して紹介すると 次のとおりであ る。 なお、 

警察庁のまとめた「自殺の 概要」の自殺者数と 厚生労働省のまとめた「人口動態統計」の 自 

殺死亡数の差異は 下記によるものであ る   

1  調査対象の差異 

警察庁では、 総人口 ( 日本における 外国人も含む。 ) を対象としているのに 対し、 厚生 労 

働省は 、 日本における 日本人を対象としている。 

2  調査時点の差異 

警察庁では、 発見地を基に 自殺死体発見時点 ( 正確には認知 ) で計上しているのに 対し、 

厚生労働省は、 住所地を基に 死亡時点で計上している。 

3  事務手続き上 ( 訂正報告 ) の差異 

警察庁では、 死体発見時に 自殺、 他殺あ るいは事故死のいずれか 不明のときには、 検視 

調書または死体検分調書が 作成されるのみであ るが、 その後の調査等により 自殺と判明 

したときは、 その時点で計上する。 これに対し、 厚生労働省は、 自殺、 他殺あ るいは 事 

敢死のいずれか 不明のときは 自殺以外で処理しており、 死亡診断書等について 作成者か 

ら自殺の旨訂正報告がな い 場合は、 自殺に計上していない。 

参考 表 性 ・年齢・原因・ 動機別自殺者数 一平成 15 年 一 

原因・動機 

総 数 

家庭問題 

遣 健康問題 経済・生活問題 

手 勤務問題 男女問題 
あ 学校問題 
その他 

り 不詳 

- @ 4 - 十 

遺岳 な し 

男 

家庭問題 

遺 健康問題 経済・生活問題 

き 勤務問題 男女問題 
あ 学校問題 
その他 

り 不詳 

計 ： 

迫害な し 
女 

家庭問題 

遣 健康問題 経済・生活問題 

き 勤務問題 男女問題 
あ 学校問題 
その他 

り 不詳 

- @ Ⅱ - 十 

迫害な し 
資料 : 善察 芹生活安全局地 

  総数           0   ～   19     歳   20 ～ 29    30 ～ 39   
34 427 613@ 3@ 353@ 4@ 603 

97 Ⅰ 14 66 137 

3  890 35 259 372 

3  654 7 Ⅰ 74 433 

616 0 88 Ⅰ 39 
287 27 ⅠⅠ 3 75 

63 39 22   

607 21 108 80 

299 14 56 47 

40 ～ 49  1  50 ～ 59  1 

5  4 Ⅰ 9  8  6l4 

182 225 

408 908 

847  Ⅰ 42 Ⅰ 

144 Ⅰ 96 

36 32 

  0 

82 Ⅰ 28 

38 66 

6
 

 
 不

 
9
 

 
 

0
 
 
Ⅰ
 l 

6
 
l
l
 

346   

1  908 0 

772 0 

49 0 

4 0 

0 0 

Ⅰ 87   

68 10 

10  387 157 886  Ⅰ 284  Ⅰ 738  2  976  3  334 Ⅰ 2 

24  040 456@ 2@ 467@ 3@ 319@ 3@ 681@ 5@ 638@ 8@ 195 284 

24  963 365@ 2@ 357@ 3@ 373@ 4@ 388@ 6@ 899@ 7@ 312 269 

649 8 48 95 Ⅰ 42 Ⅰ 60 Ⅰ 96 0 

2  369 Ⅰ 6 141 220 276 606@ 1@ 1 10 0 

3  309 6 Ⅰ 65 401 779  1  300 658 0 

569 0 7 Ⅰ 129 139 184 46 0 

Ⅰ 7 Ⅰ 10 64 48 18 27 4 0 

49 29 18     0 0 0 
460 Ⅰ 3 8 Ⅰ 66 71 Ⅰ 04 Ⅰ 25 0 

230 8 43 36 32 56 48 7 

7  806 90 63 Ⅰ 996@ 1@ 458@ 2@ 437@ 2@ 187 7 

Ⅰ @  l57 275@ 1@ 726@ 2@ 377@ 2@ 930@ 4@ 462@ 5@ 125 262 

9  464 248 996  Ⅰ 230  @  03 Ⅰ Ⅰ 715  4  2l7 27 

322 6 18 42 40 65 150   

1@ 521 Ⅰ 9 ヰ l@ Ⅰ 52 132 302 798 0 

345   9 32 68 121 ⅠⅠ 4 0 

47 0 Ⅰ 7 Ⅰ 0 5 12 3 0 

116 17 49 27 18 5 0 0 

14 10 4 0 0 0 O 0 

Ⅰ 47 8 27 Ⅰ 4 l Ⅰ 24 62   

69 6 13 Ⅰ l 6 10 20 3 

2  58 Ⅰ 67 255 288 280 539@ 1@ 147 5 

6  883 Ⅰ 8l 74 Ⅰ 942 751@ 1@ 176@ 3@ 070 22 

    諜 「自殺の概要」 
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